
第

回
　

日
中
認
知
症
ケ
ア
交
流
レ
ポ
ー
ト
①

　　認知症ケアへの関心高まる

▲シンポジウムは満席だった

　
日
中
福
祉
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
取
り
組
み
が
、
ト
ヨ
タ
財

団
の
国
際
交
流
助
成
事
業
に

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
日
中
認
知
症
ケ
ア
交
流

学
　
　

び
　
　

合
　
　

い
　
　

か
　
　

ら
　
　

共
　
　

感

へ
」
。
こ
の
１
年
間
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
と
中

国
で
そ
れ
ぞ
れ
４
～
５
名
の

専
門
家
チ
ー
ム
を
作
り
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
相
互
訪

問
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
「
上
海
認
知
症
ケ
ア
視

察
交
流
ツ
ア
ー
」
が
３
月


日
～

日
に
開
催
さ
れ
、
日

本
か
ら
は

名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
上
海
は
高
齢
者
政
策
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
国

内
で
は
常
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
で
す
が
、
認
知
症
ケ
ア
に

関
し
て
は
、
例
外
で
す
。
認

知
症
に
関
す
る
研
究
が
遅
れ

て
い
る
ほ
か
、
正
確
な
統
計

や
診
断
が
な
く
、
受
診
率
も

低
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
「
生
活
ケ
ア
」
よ

り「
治
療
」が
中
心
の
た
め
、

認
知
症
の
場
合
、
精
神
科
に

通
院
・
入
院
す
る
の
が
一
般

的
で
す
。
徘
徊
や
暴
力
な
ど

の
周
辺
症
状
や
事
故
の
恐
れ

の
あ
る
認
知
症
の
人
は
施
設

へ
の
入
居
を
拒
絶
さ
れ
る
こ

が
多
く
、
裏
を
返
せ
ば
、
殆

ど
の
施
設
は
認
知
症
の
対
応

に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
結
果
、
家
族
が
在

宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回

の
日
中
認
知
症
ケ
ア
の
交
流

は
大
き
な
意
義
を
持
ち
ま

す
。
　

　
ツ
ア
ー
で
は
、
地
域
密
着

の
小
規
模
多
機
能
施
設
を
見

学
し
た
ほ
か
、
民
間
介
護
施

設
や
上
海
市
民
政
局
を
含
む

５
つ
の
行
政
機
関
と
の
会

談
、
さ
ら
に
は
認
知
症
ケ
ア

に
詳
し
い
医
療
や
経
営
に
関

す
る
専
門
家
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、

濃
厚
な
内
容
で
構
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
３
日
目
に
は
、
ハ
イ
ラ
イ

ト
と
な
る
日
中
認
知
症
ケ
ア

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
上
海

の
名
門
大
学
「
華
東
師
範
大

学
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
事

前
申
込
制
で
し
た
が
、
申
込

開
始
わ
ず
か
半
日
で
、

名

を
超
え
る
申
込
が
あ
り
、
翌

々
日
に
は
満
員
と
な
り
ま
し

た
。
申
込
が
で
き
な
か
っ
た

人
か
ら
も
「
何
と
か
し
て
く

れ
ま
す
か
？
参
加
し
た
い

！
」
と
ひ
っ
き
り
な
し
に
連

絡
が
き
ま
し
た
。正
直
、こ
ん

な
に
も
反
響
が
あ
る
と
は
予

想
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
上
海
で
は
最
近
、
介
護
ビ

ジ
ネ
ス
関
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
が
多
く
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

殆
ど
が
投
資
や
コ
ス
ト
回

収
、
利
益
創
出
を
テ
ー
マ
に

し
た
も
の
で
、
介
護
理
念
や

サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
視
点
か

ら
の
議
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
次
回
は
、
大
き
な
脚
光
を

浴
び
た
現
地
で
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
上
海
市
政
府
と
の
会

談
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま

す
。


